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４月19日（木）、４月19日（木）、第二小学校で開かれた交通安全教室第二小学校で開かれた交通安全教室。。
新学期を迎えたばかりの児童たちが交通ルールを学習しました。新学期を迎えたばかりの児童たちが交通ルールを学習しました。

今月の町勢

平成 24 年５月１日現在

■世帯数　１，１９９世帯

■人口　　　３，８２４人

　　男　　　１，８６１人

　　女　　　１，９６３人

■転入　２０人／転出　２２人

■出生　　２人／死亡　　４人
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問
い
合
わ
せ
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役
場
政
策
課
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
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２
４
２
‐
７
４
‐
１
２
１
１

　

町
内
磐
梯
山
道
地
区
に
整
備

中
の
「
磐
梯
町
交
流
館
」
は
、

昨
年
の
９
月
７
日
の
起
工
以
来

順
調
に
工
事
が
進
み
、
現
在
、

外
構
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
磐
梯
町
交
流
館
」
は
、
延

べ
床
面
積
５
２
３
㎡
の
Ｒ
Ｃ
造

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
一

部
木
造
平
屋
建
て
の
施
設
で
、

世
代
や
地
域
を
超
え
た
交
流
の

拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
現 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
）
を
活
用
し
て
整
備
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
民
の
相
互
交
流
を

促
進
し
、
心
豊
か
な
地
域
社
会

の
形
成
及
び
地
域
の
活
性
化
を

図
る
に
あ
た
り
「
心
地
よ
さ
」

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
ま

し
た
。

　

こ
の
場
所
を
訪
れ
る
人
は
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
と
多

様
で
す
。
そ
の
た
め
、
目
的
を

持
っ
た
部
屋
を
作
る
の
で
は
な

く
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し

な
が
ら
自
由
な
時
間
を
過
ご

し
、
誰
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な

く
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
自

由
空
間
に
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。「
場
」
を
訪
れ
る
人
々

が
作
り
出
す
雰
囲
気
を
大
切
に

し
「
心
地
よ
さ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
交
流
館
が
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
内
装
は
木
材
の

軟
ら
か
さ
を
活
か
し
た
モ
ダ
ン

な
も
の
と
し
、
照
明
機
器
も
暖

色
系
の
も
の
を
多
く
取
り
入
れ
て

「
心
安
ら
ぐ
」
空
間
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
休
憩
所
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
多
世
代
に
渡
る
人
々
が

気
軽
に
訪
れ
て
読
書
を
し
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
、
食
事
を
し
た

り
、
会
議
を
し
た
り
な
ど
、
気

軽
に
つ
な
が
り
を
築
く
場
の
提

供
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

施
設
の
完
成
披
露
後
に
は
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　

槌
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
た

槌
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
た

中
学
校
改
築
工
事

中
学
校
改
築
工
事

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会 

教
育
課

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
２
０
１
７

　

中
学
校
改
築
に
つ
い
て
、
仮

設
道
路
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
設
道
路

　

以
前
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
現
在
の
中
学
校

は
入
り
口
が
狭
く
、
工
事
用
の

大
型
重
機
が
入
れ
な
い
た
め
、

町
民
運
動
場
の
一
部
を
仮
設
道

路
に
使
用
し
ま
す
。

　

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
、
町

民
運
動
場
の
南
側
の
フ
ェ
ン
ス

を
撤
去
し
て
、
運
動
場
の
南
側

の
縁
に
沿
っ
て
東
側
を
通
り
、

プ
ー
ル
付
近
ま
で
土
を
盛
っ
て

固
め
、
そ
の
上
に
砂
利
を
敷
き
、

幅
員
が
10
ｍ
程
度
の
仮
設
道
路

を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
工
事
用

車
両
は
公
民
館
前
か
ら
進
入

し
、
既
存
の
道
路
を
通
り
、
町

民
運
動
場
南
側
か
ら
運
動
場
内

の
仮
設
道
路
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
運
動
場
内
の
仮
設
道
路

に
は
、
人
が
進
入
で
き
な
い
よ

う
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
事

故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
民
館
南
側
の
既
存
の
道
路
を

使
用
す
る
た
め
、
付
近
で
農
作

業
を
行
う
方
々
の
安
全
に
つ
い

て
も
配
慮
し
ま
す
。

　

ま
た
仮
設
道
路
の
工
事
に
伴

い
、
公
民
館
か
ら
町
民
運
動
場

を
通
っ
て
中
学
校
へ
の
出
入
り

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

仮
設
水
路

　

新
校
舎
建
設
予
定
地
に
は
、

農
業
用
の
水
路
が
通
っ
て
お
り
、

農
作
業
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
仮
設
水
路
を
設
置
し
、
５
月

１
日
に
切
り
替
え
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

校
舎
等
が
完
成
す
る
ま
で
の

期
間
は
、
仮
設
の
水
路
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
掘
調
査

　

建
設
予
定
地
は
、
一
部
に
町

在
家
遺
跡
（
中
世
の
城
館
跡
）

を
含
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は

土
塁
や
堀
の
一
部
が
残
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
長
い
年
月
を
経

る
中
で
大
半
が
開
削
さ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

念
の
た
め
、
事
前
に
文
化
財

室
に
よ
り
試
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
一
部
で
比
較
的
新

し
い
時
代
の
溝
跡
な
ど
が
検
出

さ
れ
た
ほ
か
は
、
主
だ
っ
た
遺

構
や
遺
物
な
ど
は
発
見
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

町
民
運
動
場
の
利
用
に
つ
い
て

　

町
民
運
動
場
は
、
仮
設
道
路

の
関
係
で
現
在
の
半
分
程
度
に

狭
く
な
り
、
通
常
通
り
の
貸
し

出
し
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
運
動
場
を
利
用
さ
れ
る

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学

校
の
一
連
の
施
設
が
完
成
す
る

ま
で
は
、
一
部
使
用
制
限
と
い

う
大
変
な
御
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
１
日
も
早
い
中
学
校

改
築
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
流
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
薪
ス
ト
ー
ブ

訪
れ
た
人
に
温
も
り
と
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
ま
す

木
材
の
軟
ら
か
な
印
象
を
活
か
し
た

モ
ダ
ン
な
館
内

バリケードフェンス

試掘調査現場

町民グラウンド
新中学校校舎
（建設予定地）
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 教育長
県町村教育長協議会長に再任

４月16日（月）、福島テルサ（福島市）におい

て福島県町村教育長協議会の総会が開催されまし

た。

総会には46町村の教育長が出席し、学校施設

の充実や東日本大震災と原発事故に伴う教育環境

の整備などを県に要望することを議決するとともに

役員改選が行われ、当町の  教育長が全

会一致により会長に再任されました。（任期は１年

間）

会長に選出された 教育長は、「質を高め魅力

ある教育を構築していきたい」と抱負を語りました。

体育指導委員に委嘱状を交付
４月 23 日（月）、町中央公

民館において体育指導委員委
嘱状交付式が行われ、教育長
から新任の  委員（大
寺四区）と再任の  委
員（大寺六区）・  委員（赤
枝）に委嘱状（任期２年）が
交付されました。

新学期に入って交通安全教室を開催
新学期を迎えた児童たちを
対象に各小学校で交通安全教
室が開かれました。
第一小学校では、４月 11
日（水）に、第二小学校では
４月 19 日（木）にそれぞれ
開かれ、低学年は歩行時の交
通安全について、高学年は自
転車の安全な乗り方や点検の

ポイントについて猪苗代警察署や関係団体の皆さんの指導をい
ただいて、学習しました。

交通安全教室の様子（一小）

農事実行組合が用水路を清掃
本格的な農作業シーズンを
前に、町内各行政区の農事実
行組合が農業用用水路枡の清
掃を行いました。
町の委託事業として行われ
たもので、これから作付けす
る水稲の安全対策として取り
組まれました。

防霜対策本部を設置
４月11日（水）、役場にお
いて磐梯町防霜対策会議が開
催され、5月31日までの間防
霜対策本部を設置することにな
りました。
今後は町と農協が連携して農
作物の凍害対策にあたり、気象
台から注意報が発令された場
合は各農家に周知をはかり被
害の未然防止に努めます。

農家の皆さん、防霜対策本部からの情報提供や天気予報など
に耳を傾け、農作物が降霜被害を受けないように十分ご注意願
います。

防霜対策本部の看板を設置する
本部長（町長）と副本部長（農協磐梯支店長）

（163）

なぜ　湯 殿 山 33
　「日本のミイラ仏」松本 昭著によ
れば、湯殿山で最も薄気味悪いのは、
大日坊であろう。大網にある大堂だ
が、女性の怨念が陰々滅々としてい
るような寺なのである。
　まず本堂右手には、血ノ池観音が
まつられていて、その前におびただ
しい女性の髪の束やヘアピンがゆら
ゆらと風もないのに揺れている。何
を願って、わが髪を捧げたのであろ
うか。
　黒髪もあれば、白髪の混じったの
もある。宿業の血ノ池にあがく女た
ちの、ゆがんだ顔が浮かんでは消え、
消えては浮かぶ。本堂裏手の回廊に
は、人魚の鱗を付けた奇怪な不動明
王。赤子の人形を腕一杯に抱えた子
安観音。エロっぽい弁財天。その左
ヒザの所にある小さい祠には、黄ば
んだ紙片が一杯詰まっている。これ
は遊女が使った紙や、結婚初夜の紙
を多幸を願ってここへ納めるのだとい
う。
　その真中にまつられているのが、
真如海上人のミイラなのである。
じぃーと探るような眼、カッと開いた
口は顎まで裂けている。歯は一つも
ない。黒褐色した顔には、一面に白
い斑点が散っている。それに、両手
が胸の前にだらりと下がり、幽霊そっ
くりなのである。入定したのは 96才
というからやつれきっていた筈、なん
ともう少し手柔かに願いたいもの。

（文・写真　國分）

更科団地定住住宅建設工事
安全祈願祭

４月23日（月）、町内大字更科字堰下地内に

建築が計画されている更科団地定住住宅の安全

祈願祭が現地にて行われ、工事関係者など22名

が出席して工事の安全を祈願しました。

更科団地定住住宅は、昨年発生した東日本大

震災や原発事故により区域外就学を余儀なくされ

ている家族避難者を最優先に建設されるもので、

2,101㎡の敷地に床面積 70.6㎡の木造平屋建の

専用住宅（間取り３ＬＤＫ）6戸が整備されます。工事の安全を祈願する出席者

磐梯山ゴールドラインが再開通
４月20日（金）、春の訪れとともに磐梯山の本

格的観光シーズンの幕開けを告げる磐梯山ゴール

ドラインの再開通式が行われました。

ゴールドラインの源橋ゲートには、再開通を心

待ちにした一般車両が列をつくっており、同所で

開かれた式典では、関係者がテープカットを行い、

次いでくす玉を開いて再開通を祝いました。

会場には、福島県観光有料道路のマスコット

キャラクター「シャクリン」も登場し、お祝いムー

ドを盛り上げる中、一番乗りをしたドライバーに

花束や記念証、地元の特産品などの記念品の贈

呈が行われました。

式典の後は、打ち上げ花火をスタートの合図に

関係車両を先頭に檜原湖まで祝賀パレードを行い

ました。

再開通を祝いテープカットをする関係者
再
開
通
し
た
ば
か
り
の

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
車
両

日本ミイラ仏著より
真如海上人のミイラ（大日坊）
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習
慣
と
な
る
よ
う
様
々
な
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
が
健
康
に
及
ぼ
す
影

響
は
、
多
く
の
研
究
で
が
ん
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
、
肺
気
腫
、

ぜ
ん
そ
く
、
歯
周
病
等
、
特
定

の
重
要
な
病
気
に
か
か
っ
た
り

死
亡
者
が
多
く
な
る
な
ど
、
病

気
の
原
因
と
た
ば
こ
の
関
連
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る

健
康
の
悪
影
響
は
喫
煙
者
本
人

だ
け
で
は
な
く
、
他
人
が
吸
っ

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

管理者　 　（主任介護支援専門員・准看護師） 
自己紹介：  青森県五所川原市出身、会津（喜多方市）に居を

構えて、はや 25年余りたちました。 
平成 16 年に磐梯町介護老人保健施設りんどうに入
職、この４月より当センターで 勤務することになりま
した。二人で頑張りますのでなにとぞ、よろしくお願
いします。 
 

　　　　 　（主任介護支援専門員・精神保健福祉士） 
自己紹介：  奥会津の三島町出身、地域包括支援センターに勤務
   して１年が経ちました。磐梯町民の方々のお役に立

てるよう、精一杯頑張ります！！ 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は
！！
磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

５
月
５
月
3131
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー　

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー　

〜〜
今
日
か
ら
禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

今
日
か
ら
禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

た
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る

こ
と
で
健
康
へ
の
悪
影
響
が
出

る
こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
っ
て

も
た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
方

は
自
分
の
意
思
が
弱
い
の
で
は

な
く
、「
ニ
コ
チ
ン
依
存
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

最
近
、
禁
煙
外
来
が
あ
る
病

院
が
多
く
な
り
ま
し
た
。（
磐

梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
実
施

し
て
お
り
、
禁
煙
す
る
た
め
の

飲
み
薬
「
チ
ャ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
薬
で
禁
煙
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。）

　

禁
煙
外
来
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
に
あ
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
や
禁
煙
治
療
薬
を
処
方
し

て
く
れ
、
医
師
等
が
身
体
・
精

神
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
禁
煙
で

き
る
よ
う
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。

禁
煙
を
考
え
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ

「
禁
煙
外
来
」
を
受
診
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
禁
煙
」

に
成
功
し
健
康
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
中
央
公
民
館

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
２
０
１
７

　

４
月
か
ら
新
し
い
職
員
を
迎

え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
界
禁
煙
デ
ー
は
昭
和
63
年

の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
議
決
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
平
成
元
年
か

ら
は
毎
年
5
月
31
日
を
「
世
界

禁
煙
デ
ー
」
に
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
は
、
吸
う
人
の
健
康

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
人
の
健
康
に
も
害
を
及
ぼ
し

ま
す
（
受
動
喫
煙
）。
現
在
、

世
界
禁
煙
デ
ー
に
あ
わ
せ
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
が
社
会

〔
磐
梯
大
学
開
講
式
〕

　

４
月
26
日
（
木
）、
町
中
央

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
磐
梯
大

学
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
69
名（
男
性
22
名
、

女
性
47
名
）
の
登
録
が
あ
り
、

開
講
式
に
は
52
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
教
育
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

年
間
学
習
計
画
の
説
明
や
運
営

委
員
、
地
区
委
員
の
選
出
を
し

募
集
し
て
い
ま
す
!!

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

お
尋
ね
願
い
ま
す
。

ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

　

４
月
26
日
（
木
）、
町
中
央

公
民
館
大
会
議
室
に
お
い
て
女

性
カ
レ
ッ
ジ
開
講
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
女
性
カ
レ
ッ
ジ
に

は
39
名
の
登
録
が
あ
り
、
開
講

式
に
は
22
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

公
民
館
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

年
間
学
習
計
画
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
知
ら
な

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
」
を
テ
ー

マ
に

 

教
育
長
の
講

話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

〔
今
年
も
始
ま
り
ま
す
!!
〕

　

５
月
か
ら
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
各
小
学
校
を
会
場
に
開
催

し
ま
す
。

第
一
小
学
校

　
「
ば
ん
だ
い
宝
っ
子
教
室
」

　

水
曜
日
に
活
動
し
ま
す
。

第
二
小
学
校

　
「
わ
く
わ
く
大
谷
っ
子
ク
ラ
ブ
」

　

金
曜
日
に
活
動
し
ま
す
。

開
催
時
間
は
ど
ち
ら
も
午
後
３

時
15
分
〜
午
後
４
時
15
分
の
１

時
間
程
度
で
す
。

　

そ
こ
で
、
活
動
を
補
助
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
達
と
一
緒
に
、
工
作

や
手
芸
、
昔
の
遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ
等
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
手
芸
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
も

＜６月の予定＞

３日（日）  ばんだいっ子クラブ「農業体験（田植え）」
７日（木）  磐梯大学講話
９日（土）  ばんだいっ子クラブ「エルムホームボランティア」
21日（木）  磐梯大学趣味講座２回目
16日（土）  女性カレッジ「料理教室」
 毎週水曜日　 私の手仕事講座「竹と遊ぼう」
23日（土）  町民ゴルフ大会
８日・11日・13日
15日・18日・20日　 町民ゴルフ講習会
５日～11日  パソコン教室（初心者総合）
12日～18日  パソコン教室（ワード）
19日～22日・26日 パソコン教室（エクセル）
27日～29日  パソコン教室（インターネット）

上記２名で活動しています。新年度もどうぞよろしくお願いします。 
※ 　包括支援センターでは、町内にお住まいの高齢者の方を訪問させてい
ただき、日頃の生活の様子や心配事、困り事などをお聞きしています。
お邪魔した際にはご協力をよろしくお願いします。 

「禁煙」のメリット
• 病気（特にがん）の危険度が低くなる
• 運動をしたとき、呼吸が楽になる
• たばこの不快な臭いが減る
• 肌のつやがよくなる
• 周りの人に気を遣わなくて済む
• たばこ代がかからない 

世
界
禁
煙
デ
ー

今年も楽しく元気に活動していきます

学ぶ大切さを教わりました
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「危険物　めざせ完封　ゼロ災害」
を 推進標語に、各家庭・事業所等における事故
防止体制の確立を図るため、 ６月の第２週を「危
険物安全週間」として、 全国的に推進しています。

危険物を取り扱う場合には次のことに注意しま
しょう！
・貯蔵、取扱の場所では火気を使用しない。
・周囲の整理整頓を行う。
・貯蔵容器等の転倒・転落防止を行う。
・漏れ、あふれ、飛散しないようにする。
◆問い合わせ先
　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

産業課からのお知らせ産業課からのお知らせ

◆問い合わせ先
　役場 産業課 農業振興グループ　☎0242-74-1217

ｰ農地土壌の放射性物質の調査結果ｰ
　福島県は農林水産省と連携し、本町をはじめ県内農地土壌中の放射性物質を調査しましたので、その結

果をお知らせします。

　町内 11調査地点の農地土壌中の放射性セシウムの合計値は、昨年の水稲作付制限の判断基準とされた

5000Bq/㎏を大きく下回っている状況となっています。

公表日　平成 24年３月23日

№ 採取日 採取場所 地目
分析結果（Bq/㎏）

セシウム134 セシウム137 計
１ 平成 23年 11月21日 大字赤枝 普通畑 371 406 777 
２ 平成 23年 11月21日 大字赤枝 水田 207 293 500 
３ 平成 23年 11月21日 大字大谷 水田 232 278 510 
４ 平成 23年 11月16日 大字大谷 普通畑 291 379 670 
５ 平成 23年 11月21日 大字大谷 水田 203 249 452 
６ 平成 23年 11月21日 大字大谷 普通畑 137 187 324 
７ 平成 23年 11月21日 大字磐梯 水田 369 448 817 
８ 平成 23年 11月21日 大字大谷 樹園地 304 450 754 
９ 平成 23年 11月21日 大字更科 普通畑 141 173 314 
10 平成 23年 11月21日 大字更科 水田 96 129 225 
11 平成 23年 11月21日 大字更科 普通畑 75 88 163 

ｰ農産物等のモニタリング結果についてｰ

　4月１日から4月23日までに行われました農産物のモニタリング結果について報告します。

（※食品は100Bq/㎏を超えると出荷制限となります。）

県によるモニタリング結果

検体名 採取日
分析結果（Bq/㎏）

セシウム134 セシウム137 計
ふきのとう ４月３日 不検出（<11 ） 10 10
コマツナ（施設） ４月４日 不検出（<4.7） 不検出（<3.3） 不検出
クキタチナ（施設） ４月４日 不検出（<2.7） 不検出（<2.6） 不検出
イワナ（養殖） ４月６日 不検出（<8.1） 不検出（<8.4） 不検出
アスパラガス（施設） ４月25日 不検出（<3.9） 不検出（<4.2） 不検出

町によるモニタリング結果

検体名 採取日 採取場所
分析結果（Bq/㎏）

セシウム134 セシウム137 計
クキタチナ（施設） ４月４日 小中野 不検出（<2） 不検出（<2） 不検出
コマツナ（施設） ４月４日 小中野 不検出（<2） 不検出（<2） 不検出
ホウレンソウ（露地） ４月23日 赤枝 不検出（<2） 不検出（<2） 不検出
こごみ（露地） ４月23日 赤枝 10 12 22
こごみ（露地） ４月23日 落合 ５ ８ 13
クキタチナ（露地） ４月26日 大寺 不検出（<2） 不検出（<1.7） 不検出

お 知 ら せお 知 ら せ

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ

- 割引があり、おトクです！-
　国民年金では、保険料を前払いすると割引があ
る「前納」という制度があり、口座振替による「前
納」と現金納付やクレジットカード納付による「前納」
があります。
　なお、口座振替で「前納」されると現金納付や
クレジットカード納付による「前納」よりも割引額
が多くお得です。
　「前納」についてのご相談は、お近くの年金事務
所へお尋ねください。

◆問い合わせ先
　会津若松年金事務所　☎ 0242-27-5321・役場 町民課 生活環境グループ　☎ 0242-74-1215

国民年金保険料の納付は、
便利 ･安心 ･確実な口座振替で！

国民年金保険料の前納

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙
しくて・・・」、「つい、うっかり・・・」といった
理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取
る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられなくな
る場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安
心、確実な口座振替をおすすめします。
　口座振替は、全国の銀行 ･郵便局 ･農協 ･漁協
･信用金庫 ･信用組合 ･労働金庫で利用できます。
申し込みの際は、年金事務所や金融機関に備え付
けの申出書に必要な事項を記入して、口座振替を
希望される金融機関等の窓口に提出してください。

◆問い合わせ先
　会津地方振興局 県税部 課税第二課　
　☎ 0242-29-5261 または 5264

自動車税のお知らせ自動車税のお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
　自動車税は、県民の皆様の福祉の増進及び教育
等のために使われている大切な税金です。定めら
れた納期限（平成 24年度は５月31日（木）とな
ります）までに忘れずに納めていただきますようお
願いします。また、コンビニエンスストアでも納付
ができますのでご利用ください。
　自動車税を納めたときの領収証書には、継続検査
（車検）用の納税証明書がついています。車検の
時に必要になりますので、車検証と一緒に大切に
保管しておいてください。
※ 　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手
帳等を持っている方のために使用される自動
車で、一定の要件に該当するものは、申請に
より自動車税が減免されます。
　 　減免の申請は５月31日（木）までに申請
を済ましてください。

　なお、詳細については、会津地方振興局県税部
にお尋ねください。

です。

平成２４年６月３日から６月９日は
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未登録の銃砲刀剣類を発見された方は、登録を受けてください未登録の銃砲刀剣類を発見された方は、登録を受けてください
１ 未登録の銃砲刀剣類を発見した場合
　次の手続きをしてください。なお、登録審
査会の開催日は次のとおりです。
（１) 発見届出
　未登録の銃砲刀剣類を発見したときは、
まず最寄りの警察署に発見届を提出してく
ださい。

（２）登録手続きの案内
　発見届が済むと、県教育委員会（県教育
庁文化財課）から発見届出者に登録審査会
の案内があります。

（３）登録審査会
　登録審査会の案内がありましたら、速や
かに登録審査会で審査を受けてください。
なお、登録審査会には次のものを持参して
ください。
ア 発見届をした銃砲刀剣類
イ  銃砲刀剣類発見届出済証（警察署から交
付されたもの）
ウ  登録申請書（県教育委員会から送付され
たもの）
エ 印鑑
オ 登録審査手数料（福島県収入証紙で納入）
　 １件（銃砲刀剣類１振または１丁）につき6,300円
分の福島県収入証紙

　※ 　福島県収入証紙は、当日会場となる合同庁舎の
売店で取り扱っています。

カ 委任状（代理人に依頼する場合）
２  登録刀剣類の所有者が変わった場合や登録証
を紛失した場合等
　　次の手続きを行ってください。
（１）所有者が変わった場合
　新しい所有者が、登録証を発行した都道
府県教育委員会に、20日以内に所有者変更
届出書を提出してください。

（２）登録証を紛失した場合
　遺失物届を所轄の警察署に提出してから、
登録証再交付申請書を、登録証を発行した
都道府県教育委員会に提出してください。
登録審査会の案内がありましたら、速やか
に登録審査会で審査を受けてください。
　なお、紛失した状況により、警察署は遺
失物届の提出を求めないこともあります。
（福島県以外で登録した銃砲刀剣類でも審査
は県内で受けることになります。）
※ 　再交付手数料（登録証を発行した都道府県の収
入証紙で納入）福島県の場合は、１件（銃砲刀剣
類１振または１丁）につき 3,500 円分の福島県収
入証紙 ◆問い合わせ先 

　福島県教育委員会 文化財課　☎ 024-521-7787

（３）貸付または保管を委託する場合
　貸付または保管委託届出書を 20日以内に
登録証を発行した都道府県委員会に提出し
てください。
　また、貸付等が終了した場合は、速やか
に貸付または保管委託終了届出書を提出し
てください。

３注意事項
　登録、所有者変更、再交付申請等の手続き
を怠ると、不法所持になり罰則を受けること
がありますので、速やかに手続きを行ってく
ださい。
平成 24年度銃砲刀剣類登録審査会日程表

審査日 審査対象 会場

第１回 ５月 24日
（木） 刀剣類のみ

いわき合同庁舎
南分庁舎３階
大会議室

第２回 ７月 13日
（金）

銃砲類・
刀剣類

郡山市労働福祉会館
２階 中ホール

第３回 ９月 13日
（木） 刀剣類のみ 会津若松合同庁舎２

階 大会議室

第４回 12月６日
（木） 刀剣類のみ 県庁内会議室

第５回
平成 25年
２月 21日
（木）

銃砲類・
刀剣類

郡山市労働福祉会館
２階 中ホール

１ 審査会時間について
　 午前 10 時～正午、午後１時～午後３時（正午から午
後１時までは昼休み時間となります。）
２ 銃砲類の登録審査について
　 第２回（７月 13日）と第５回（２月 21日）の２回の
みとなります。これ以外では審査できません。
３第４回審査会会場について
　 会議室が決まっておりませんので、平成 24年 11 月１
日以降、県文化財課に電話で確認していただくか、審
査会当日（12 月６日）県庁本庁舎１階または西庁舎２
階の行事予定表で確認願います。
　（県文化財課　☎ 024-521-7787）
４ その他
　 郡山市労働福祉会館は、郡山合同庁舎の北西に徒歩約
10分ほどの場所にあります。
　（郡山市虎丸町７－７　☎ 024-932-5279）
　 収入証紙は、県庁及び県の各合同庁舎で販売していま
すが、郡山市労働福祉会館では販売していませんので、
郡山合同庁舎の売店で購入していただくことになりま
す。

史跡等発掘調査作業員募集のお知らせ史跡等発掘調査作業員募集のお知らせ平成24年度国家公務員平成24年度国家公務員
「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ 　平成 24 年度史跡等発掘調査作業員を募集しま

すので、希望される方はお申し込みください。
資格要件
・磐梯町内に住所を有する方
・ 平成 24年４月１日現在において、満 75歳未
満の方
・ 心身ともに健康で、発掘調査作業に従事可能
な方
・ 発掘調査現場（史跡慧日寺跡近辺）まで通勤
可能な方

勤務条件
①賃金日額
　6,150 円
② 雇用期間
平成 24 年６月下旬から平成 24 年 11月 30
日までの間、別に指定する日を定め日々雇用
する。（雇用期間中における実勤務日数は、
35日程度の予定です）

③ 勤務時間
午前８時30分から午後５時までとする。ただ
し、正午から午後１時までを休憩時間とする。
④ 休日
土曜日・日曜日・祝祭日及び勤務を命じられ
た以外の日

募集人員
15 名程度

応募方法
　「史跡等発掘調査作業員雇用申込書」に必要
事項を記入のうえ、平成 24 年５月31日（木）
までに、教育委員会文化財室（磐梯山慧日寺資
料館）へ持参してください。
　なお、申込書は文化財室の窓口に備えてあり
ます。

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職
員を募集しています。
　税務職員は、国の財政を支える重要な仕事を担
い、国税局や税務署において、調査・徴収や指導
などを行う税のスペシャリストです。
受験資格
① 試験年度の 4月1日において、高等学校また
は中等教育学校を卒業した日から起算して3
年を経過していない者及び試験年度の 3月ま
でに高等学校または中等教育学校を卒業する
見込みの者
② 人事院が上記①に掲げる者と同等の資格があ
ると認められる者

受験申込受付期間
①インターネット申し込み
　６月26日（火）～７月５日（木）
②郵送・持参申し込み
　７月２日（月）～７月10日（火）

受験申込書
① 受験申込は、人事院あてに原則インターネット
で申し込みをする。
　インターネット申込専用アドレス
　（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html)
② 郵送または持参する場合は、最寄りの税務署、
仙台国税局人事第二課または人事院東北事務
局へ受験申込書を請求する。

◆申し込み・問い合わせ先
　教育委員会文化財室（磐梯山慧日寺資料館）　
　☎ 0242-73-3000

◆問い合わせ先
　役場建設課 まちづくり建設グループ
　☎ 0242-74-1218

◆問い合わせ先
　法テラスサポートダイヤル　☎ 0570-078374
　　受付時間　平日　 午前９時～午後９時
　　　　　　　土曜日 午前９時～午後５時
　日本司法支援センター福島地方事務所（法テラス）
　　福島市北五老内町 7-5 イズム 37 ビル４階
　　☎ 0503383-5540

◆問い合わせ先
　人事院東北事務局　☎ 022-221-2022
　仙台国税局人事第二課　☎ 022-263-1111

「花いっぱい運動」延期のお知らせ「花いっぱい運動」延期のお知らせ

法テラスからのお知らせ法テラスからのお知らせ

　「花いっぱい運動」については、今年度の磐梯
町生涯学習カレンダーにおいて 6月 17日開催予
定となっていますが、諸般の事情により 6 月 24
日に延期して開催することになりました。
　各地区の担当区域などの詳細については、後日、
地区回覧にてお知らせしますので、町民の皆さん
のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害・原発
問題・震災関係などでお困りの場合、まずは法テ
ラスへお問い合わせください。
　法テラスは国が設立した公的な法人ですので、
安心してご利用できます。
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●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 4/ 1 　　大寺五区   88歳
 4/ 6 　　入 倉 92歳
 4/ 7 　　大寺六区 91歳
 4/ 9 　　布 藤 78歳

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 24年 4月末現在）

５月31日（木）

国民健康保険税（第1期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた

 3/21 　 女     塩 ノ 原
 4/ 4 　 男    弘登志 大寺六区

◆問い合わせ先
　磐梯町災害対策本部 ☎ 0242-74-1223

各行政区の環境放射線測定結果について
（４月調査分）

測定場所 役場
(駐車場)

保育所
(園庭)

幼稚園
(園庭)

第一小学校
(校庭)

第二小学校
(校庭)

中学校
(校庭)

測定高 1m 50cm 50cm 50cm 50cm 1m
４月２日 0.192 0.150 0.150 0.140 0.240 0.170
４月４日 0.211 0.180 0.040 0.040 0.200 0.170
４月６日 0.151 0.070 0.060 0.130 0.240 0.150
４月９日 0.178 0.150 0.054 0.062 0.280 0.190
４月11日 0.181 0.070 0.056 0.150 0.270 0.180
４月13日 0.177 0.160 0.160 0.168 0.240 0.216
４月16日 0.163 0.180 0.222 - - 0.222
４月18日 0.171 0.170 0.136 0.150 0.260 0.192
４月20日 0.182 0.160 0.138 0.162 0.270 0.188
４月23日 0.153 0.170 0.178 0.172 0.240 0.190
４月25日 0.187 0.170 0.190 0.150 0.300 0.192
４月27日 0.181 0.170 0.188 0.150 0.390 0.190

公共施設関係

測定場所 ４月６日 ４月13日 ４月20日 ４月27日
法正尻公民館 0.073 0.098 0.119 0.123 
布藤地区公民館 0.105 0.137 0.113 0.136 
磨上公民館 0.107 0.121 0.137 0.104 
七ツ森センター 0.100 0.116 0.137 0.149 
源橋公民館 0.158 0.181 0.200 0.205 
長峯公民館 0.141 0.183 0.167 0.192 
更科団地集会所 0.132 0.163 0.161 0.193 
妙法原公民館 0.200 0.267 0.236 0.256 
塩ノ原地区公会堂 0.118 0.158 0.152 0.171 
大曲地区集会所 0.128 0.168 0.171 0.151 
滝の原公民館 0.146 0.174 0.177 0.167 
一の沢公民館 0.102 0.122 0.105 0.103 
横達公会堂 0.113 0.119 0.115 0.111 
大寺一区公民館 0.112 0.105 0.104 0.093 
大寺二区自治会館 0.142 0.138 0.140 0.113 
大寺三区集会所 0.171 0.232 0.235 0.233 
大寺四区集会所 0.097 0.125 0.126 0.113 
大寺五区集会所 0.109 0.124 0.122 0.113 
諏訪山団地集会所 0.152 0.206 0.191 0.174 
本寺多目的集会所 0.120 0.113 0.125 0.137 
入倉集会所（寺） 0.262 0.272 0.272 0.279 
下西連公民館 0.154 0.155 0.178 0.162 
上西連多目的集会所 0.130 0.124 0.121 0.116 
落合公民館 0.168 0.173 0.177 0.154 
赤枝公民館 0.219 0.163 0.179 0.167 
※　測定高はすべて１ｍです。

各行政区公民館等

（4月期　敬称略）

( 単位：マイクロシーベルト /h)

( 単位：マイクロシーベルト /h)

今年４月から磐梯中学校に勤務することになりました渋川 幸恵と申します。磐梯中
学校には基本的には水・木曜日の２日間勤務します。
教科は家庭科を教えます。生徒の皆さんが楽しく興味をもって生活の中に生かす

ことができる授業になるように取り組んでいきたいと思っています。授業以外でも、生
徒の皆さんとの触れあいを大切にしていきたいと思っています。
磐梯中学校に勤務が決まったとき、通勤の練習をしに磐梯町を車で走ったことがあ

りましたが、その時は中学校の入り口がわからず迷ってしまいました。ようやく中学校
にたどり着いた後も、駐車場がわからずに「車はどこに停めるの？」と生徒に声をかけ、
教えてもらってようやく着いたのを思い出します。（今では、迷わずに通勤できるように
なりました。）
磐梯中学校の生徒の皆さんは、明るくて、元気がよくあいさつができる生徒が多く、

いつも勤務するたびに元気をもらっています。
週に２日間の勤務ですが、精一杯つとめていきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

磐梯町の皆様、私は４月より磐梯中学校の校長としてまいりました渡部 光毅と申し
ます。よろしくお願いいたします。
着任して約２週間が経過し、少しずつではありますが学校に慣れてきました。
実は、私が磐梯中学校に来るのは初めてではありません。20年ほど前になりますが、

同じ北会津管内の猪苗代町にある猪苗代東中に４年間勤務しておりました。その当
時に中体連大会や会議等で磐梯中学校に幾度か来たことがありとても懐かしく思い
出されます。初めて来た人であれば絶対に迷うであろう中学校までの道筋も、間違え
ることなく入ることができたのはその当時の記憶が残っていたからかもしれません。
当時のことを思い出しますと、さすがに校舎は古くなった感じはしますが、生徒た

ちの元気な挨拶は変わっていない印象があります。特に登校時や下校時に車が通る
とその場に立ち止まり深 と々礼をする姿はすばらしく、よき伝統として今も引き継がれ
ていると感じています。
私は校長として、磐梯中学校の伝統を大切にした、地域に根ざした学校経営を行

いたいと考えています。特に、磐梯町では先進的な幼小中一貫教育を展開しており、
中学校の果たすべき役割はとても重要であると認識しています。幼稚園と小学校で
培った８年間の教育を中学校が十分に理解した上で、11年間の完成形を目ざし、「知」
「徳」「体」のバランスのとれた「生きる力」を備えた生徒を育成してまいります。
最後になりますが、中学生期は思春期を迎える多感な年代でもあります。地域の

皆様方には何かとご迷惑をおかけする場面があるかと思いますが、気になることがご
ざいましたらどのようなことでも結構ですので学校までご一報願います。

磐梯中学校
　講師　

磐梯中学校
　校長　

1213

お 知 ら せお 知 ら せ



再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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くん（横達）
平成23年11月21日生まれ

くん（更科団地）
平成23年12月17日生まれ

くん（横達）
平成23年12月16日生まれ
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